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学びにアクセスできない子どもをなくし、学校外の選択肢と居場所を広げる

状況を把握

学びの選択肢が少なく、補助対
象は当時1施設

→
質問する

多様化学校、民間施設の拡充、
運営支援を確認

→
市の答え

多様化学校は新設せず、民間施
設の開設を支援

→
次を確認

施設数、利用実績、運営支援と
基準見直しを確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

学校外の学びの選択肢が少なく、当時、
市の利用料補助の対象となるフリースクー
ルは1施設でした。

質問

学びの多様化学校、民間フリースクール
の開設支援、運営事業者への支援、認定
基準の見直しを確認しました。

市の答え

学びの多様化学校は現時点で新設せず、
保護者への利用料補助を実施。新規開設
は積極的に支援すると答えました。

最重要の到達点 学びの場と居場所の選択肢を増やし、子どもと保護者が必要な支援へつながれること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の方針 教育支援センターの機能強化、居場所確保、早期支援、保護者支援を重点化

民間施設 新たなフリースクールの開設は、市教委として積極的に支援

当時予定なし 事業者への直接的な人員・財政支援と、認定施設基準の緩和

今後の確認 施設数、利用実績、運営支援、認定基準の取扱いを継続確認

※ここまでが令和6年6月定例会で確認した当時の内容です。

出典：日田市議会 令和6年6月定例会一般質問／日田市「フリースクール利用料補助金」（2026年9月確認）
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その後の進捗

2024年6月の一般質問後に確認できる制度・事業の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

利用料補助を拡充 令和7年4月分から、一般世帯は利用料の2分の1・月額上限1万5,000円となりました。

家計状況に応じた支援 生活保護・就学援助世帯は補助率10分の10・月額上限3万円です。

県認証施設の手続きを簡略化 大分県教育委員会の認証を受けた施設は、市の認定申請書類の一部を省略できます。

運営事業者への直接補助 市の公開情報では、運営事業者への直接的な補助制度は確認できません。

出典：日田市議会 令和6年6月定例会一般質問／日田市「フリースクール利用料補助金」（2026年9月確認）


